
Ⅰ 本県鉄道網の現況 
 

Ⅰ－１ 概  況 
 

本県の鉄道網は、内陸に奥羽本線、庄内に羽越本線が南北に縦貫し、陸羽西線、

米坂線が肋骨状に両線と連絡している。また、陸羽東線と仙山線が太平洋側の東北本

線と肋骨状に結んでおり､更に左沢線、フラワー長井線が奥羽本線から分岐している。

昭和 63 年 10 月 25 日に第三セクター鉄道として転換開業したフラワー長井線を除き､

全線が JR 東日本の線区であり、JR 県内総営業キロは 449.2km となっている。 

奥羽本線､羽越本線､仙山線､米坂線及び陸羽東線は、県外との連絡交通線としての

役割を担い、陸羽西線は庄内と内陸を結ぶ唯一の鉄道であり､左沢線､フラワー長井線

は地域内連絡交通線としての性格を持っている。 

平成 4 年 7 月 1 日に開業した新在直行特急山形新幹線は、平成 11 年 12 月 4 日に

新庄まで延伸開業し、沿線地域と首都圏との交流を飛躍的に高めている。 

本県の JR 線区の現業部門は、JR 東日本東北本部、同新潟支社、同秋田支社による

分割管理体制がとられている。 

また、JR 東日本東北本部に属する山形支店は、山形県内の対外折衝に関わる部署

であり、地域に密着したダイヤ編成を図っている。山形支店は、昭和 62 年 4 月 1 日の

国鉄分割民営化の際に山形営業事務所として山形駅に設置され、昭和 63 年 4 月 1 日

の組織改正に伴い山形支店という名称に変更となった。 
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表１　東北地方の第３セクター等鉄道

県名 会社名 路線名 旧JR 営業区間 営業 転換開業日

線区名 ｷﾛ数

青　森 青い森鉄道(株) 青い森鉄道線 東北本線 目時～八戸 25.9 H14.12.1

八戸～青森 96.0 H22.12.4

岩　手 三陸鉄道(株) リアス線 盛線 盛～久慈 163.0 H31.3.23

山田線

宮古線

久慈線
IGRいわて銀河鉄道(株) いわて銀河鉄道線 東北本線 盛岡～目時 82.0 H14.12.1

秋　田 秋田内陸縦貫鉄道(株) 秋田内陸線 阿仁合線 鷹ノ巣～角館 94.2 S61.11.1

鷹角線

角館線

由利高原鉄道(株) 鳥海山ろく線 矢島線 羽後本荘～矢島 23.0 S60.10.1

山　形 山形鉄道(株) フラワー長井線 長井線 赤湯～荒砥 30.5 S63.10.25

宮　城 仙台空港鉄道(株) 仙台空港アクセス鉄道 － 名取～仙台空港 7.1 H19.3.18

☆

宮城・福島 阿武隈急行(株) 阿武隈急行線 丸森線 福島～槻木 54.9 S61.7.1

福　島 会津鉄道(株) 会津線 会津線 西若松～会津高原 57.4 S62.7.16

福島・栃木 野岩鉄道(株) 会津鬼怒川線 会津線 会津高原～新藤原 30.7 S61.10.9

☆参考　　仙台空港鉄道(株)(仙台空港アクセス鉄道)への出資について

仙台空港鉄道（株）は、仙台駅から仙台空港駅までの直通運転を行う仙台空港線の建設・運営を目的に
平成１２年４月７日に発足した第三セクター方式の鉄道会社である。（JR名取駅から仙台空港駅間）
本県は、宮城県との広域経済圏を形成する基盤づくりを進め、山形・宮城両県の広域連携の推進と県民

の利便性向上を図るため、平成１９年３月１２日に５千万円を出資した。

※１本表は、昭和６２年の国鉄分割民営化に際して、国鉄から第３セクター等に転換された路線と、
国鉄分割民営化後に第３セクター等により建設・運営が開始された路線等について記載している。

２阿武隈急行線の丸森～福島間、野岩鉄道全線及び秋田内陸縦貫鉄道の松葉～比立内間は新線である。
３阿武隈急行線は昭和６３年７月１日に、秋田内陸線は平成元年４月１日にそれぞれ全線開業した。
４東日本大震災で被災したＪＲ山田線の一部（釜石－宮古間55.4km）は、復旧後、三陸鉄道に移管され、

南リアス線（盛－釜石36.6km）、北リアス線（宮古－久慈間71.0km）とあわせ、三陸鉄道リアス線と
して平成３１年３月２４日に開通した。

図２　東北地方鉄道線路図（令和６年３月）

― 2 ―



 

 
 

 

表１　東北地方の第３セクター等鉄道

県名 会社名 路線名 旧JR 営業区間 営業 転換開業日

線区名 ｷﾛ数

青　森 青い森鉄道(株) 青い森鉄道線 東北本線 目時～八戸 25.9 H14.12.1

八戸～青森 96.0 H22.12.4

岩　手 三陸鉄道(株) リアス線 盛線 盛～久慈 163.0 H31.3.23

山田線

宮古線

久慈線
IGRいわて銀河鉄道(株) いわて銀河鉄道線 東北本線 盛岡～目時 82.0 H14.12.1

秋　田 秋田内陸縦貫鉄道(株) 秋田内陸線 阿仁合線 鷹ノ巣～角館 94.2 S61.11.1

鷹角線

角館線

由利高原鉄道(株) 鳥海山ろく線 矢島線 羽後本荘～矢島 23.0 S60.10.1

山　形 山形鉄道(株) フラワー長井線 長井線 赤湯～荒砥 30.5 S63.10.25

宮　城 仙台空港鉄道(株) 仙台空港アクセス鉄道 － 名取～仙台空港 7.1 H19.3.18

☆

宮城・福島 阿武隈急行(株) 阿武隈急行線 丸森線 福島～槻木 54.9 S61.7.1

福　島 会津鉄道(株) 会津線 会津線 西若松～会津高原 57.4 S62.7.16

福島・栃木 野岩鉄道(株) 会津鬼怒川線 会津線 会津高原～新藤原 30.7 S61.10.9

☆参考　　仙台空港鉄道(株)(仙台空港アクセス鉄道)への出資について

仙台空港鉄道（株）は、仙台駅から仙台空港駅までの直通運転を行う仙台空港線の建設・運営を目的に
平成１２年４月７日に発足した第三セクター方式の鉄道会社である。（JR名取駅から仙台空港駅間）
本県は、宮城県との広域経済圏を形成する基盤づくりを進め、山形・宮城両県の広域連携の推進と県民

の利便性向上を図るため、平成１９年３月１２日に５千万円を出資した。

※１本表は、昭和６２年の国鉄分割民営化に際して、国鉄から第３セクター等に転換された路線と、
国鉄分割民営化後に第３セクター等により建設・運営が開始された路線等について記載している。

２阿武隈急行線の丸森～福島間、野岩鉄道全線及び秋田内陸縦貫鉄道の松葉～比立内間は新線である。
３阿武隈急行線は昭和６３年７月１日に、秋田内陸線は平成元年４月１日にそれぞれ全線開業した。
４東日本大震災で被災したＪＲ山田線の一部（釜石－宮古間55.4km）は、復旧後、三陸鉄道に移管され、
南リアス線（盛－釜石36.6km）、北リアス線（宮古－久慈間71.0km）とあわせ、三陸鉄道リアス線と
して平成３１年３月２４日に開通した。

表１　東北地方の第３セクター等鉄道

― 3 ―



普通

図３　山形県内旅客列車運行系統図（夜行、臨時列車は除く）（令和６年３月）
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※１ 陸羽西線は、新庄酒田道路「（仮）高屋トンネル」の工事により、令和４年５月14日から令和６年度（予定）までの期間、
新庄駅から余目駅・酒田駅の間で代行バス輸送を実施

※２ 米坂線は、令和４年８月の豪雨災害により、今泉駅から坂町駅の間で代行バス輸送を実施
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Ｒ6.3.16 Ｅ８系車両の営業運転開始（２時間 22 分） 
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図３　山形県内旅客列車運行系統図（夜行、臨時列車は除く）（令和６年３月）
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Ｒ6.3.16 Ｅ８系車両の営業運転開始（２時間 22 分） 

 

図４　山形～東京間列車所要時間の変遷

所　要　時　間（最短）
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図６ 全国新幹線鉄道網図（令和６年３月時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『数字で見る鉄道２０２３』（（一財）運輸総合研究所）をもとに作成 

 

表２ 新幹線鉄道一覧 

路　線 ｷﾛ程(km)
基本計画
決　　定

整備計画
決　　定

工事実施計
画認可

備考

【営業線】

東海道 515  昭和39年10月 1日開業
山　陽 554  新大阪～岡山間　昭和47年 3月15日開業

 岡山～博多間　  昭和50年 3月10日開業
東　北 496 46. 1.18 46. 4. 1 46.10.14  大宮～盛岡間  　昭和57年 6月23日開業

 上野～大宮間　  昭和60年 3月14日開業

 東京～上野間　  平成 3年 6月20日開業
97 47. 6.29 48.11.13  3. 8.22  平成14年12月 1日開業
82 47.6.29 48.11.13 10.3.12  平成22年12月 4日開業

上　越 270 46. 1.18 46. 4. 1 46.10.14  昭和57年11月15日開業
北　陸 117 47. 6.29 48.11.13  1. 6.28  平成 9年10月 1日開業

228  平成27年 3月14日開業
長 野 ～ 上 越 60 47. 6.29 48.11.13
上 越 ～ 富 山 110 47. 6.29 48.11.13
富 山 ～ 金 沢 59 47. 6.29 48.11.13

125 47. 6.29 48.11.13 24. 6.29  令和 6年 3月16日開業
九　州 130 47. 6.29 48.11.13 13. 4.25  平成23年 3月12日開業

127 47. 6.29 48.11.13 13. 4.25  平成16年 3月13日開業
66 47.12.12 48.11.13 24.6.29  令和 4年 9月23日開業

北海道 149 47.6.29 48.11.13 17.4.27  平成28年 3月26日開業

小　計 2,765

【工事線】
北海道 211 47. 6.29 48.11.13 24. 6.29  着工平成24年 8月25日
中央 286 48.11.15 23.5.26 26.10.17

小　計 688
【整備計画線】

北　陸 128 47. 6.29 48.11.13
九　州 51 47.12.12 48.11.13

中　央 152 48.11.15 23. 5.26
小　計 331

【基本計画線】

北海道 約130 48.11.15
北海道南回り 約180 48.11.15

羽　越 約560 48.11.15
奥　羽 約270 48.11.15

北陸・中京 約50 48.11.15

山　陰 約550 48.11.15
中国横断 約150 48.11.15

四　国 約480 48.11.15
四国横断 約150 48.11.15
東九州 約390 48.11.15

九州横断 約120 48.11.15
小　計 約3,030

『数字で見る鉄道２０２３』（（一財）運輸総合研究所）をもとに作成

新 函 館 北 斗 ～ 札 幌

名 古 屋 ～ 大 阪

金 沢 ～ 敦 賀

区　間

敦 賀 ～ 大 阪

大 宮 ～ 新 潟
高 崎 ～ 長 野

博 多 ～ 新 八 代

新青森～新函館北斗

長 野 ～ 金 沢

東 京 ～ 盛 岡

新 八 代 ～ 鹿 児 島 中 央

東 京 ～ 新 大 阪
新 大 阪 ～ 博 多

大 阪 ～ 大 分
岡 山 ～ 高 知

福 岡 ～ 鹿 児 島

武 雄 温 泉 ～ 長 崎

盛 岡 ～ 八 戸
八 戸 ～ 新 青 森

新 鳥 栖 ～ 武 雄 温 泉

札 幌 ～ 旭 川

大 分 ～ 熊 本

長 万 部 ～ 札 幌
富 山 ～ 青 森
福 島 ～ 秋 田

敦 賀 ～ 名 古 屋

大 阪 ～ 下 関
岡 山 ～ 松 江

品 川 ～ 名 古 屋

 

 

図５　山形駅から県内外主要駅までの最短所要時間及び営業キロ数（R6.3 ダイヤ改正）
　　　（山形から目的地へ向かう場合）

※１  陸羽西線は新庄酒田道路「（仮）高屋トンネル」の工事により、令和４年５月 14 日から令和６年度（予定）
までの期間、新庄駅から余目駅・酒田駅の間で代行バス輸送を実施

※２ 米坂線は令和４年８月の豪雨災害により、今泉駅から坂町駅の間で代行バス輸送を実施

３：14

３：26

３：51

２：38

１：52

１：13

２：23

２：54

４：06

― 6 ―



図６ 全国新幹線鉄道網図（令和６年３月時点） 
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北海道南回り 約180 48.11.15

羽　越 約560 48.11.15
奥　羽 約270 48.11.15

北陸・中京 約50 48.11.15

山　陰 約550 48.11.15
中国横断 約150 48.11.15

四　国 約480 48.11.15
四国横断 約150 48.11.15
東九州 約390 48.11.15

九州横断 約120 48.11.15
小　計 約3,030

『数字で見る鉄道２０２３』（（一財）運輸総合研究所）をもとに作成

新 函 館 北 斗 ～ 札 幌

名 古 屋 ～ 大 阪

金 沢 ～ 敦 賀

区　間

敦 賀 ～ 大 阪

大 宮 ～ 新 潟
高 崎 ～ 長 野

博 多 ～ 新 八 代

新青森～新函館北斗

長 野 ～ 金 沢

東 京 ～ 盛 岡

新 八 代 ～ 鹿 児 島 中 央

東 京 ～ 新 大 阪
新 大 阪 ～ 博 多

大 阪 ～ 大 分
岡 山 ～ 高 知

福 岡 ～ 鹿 児 島

武 雄 温 泉 ～ 長 崎

盛 岡 ～ 八 戸
八 戸 ～ 新 青 森

新 鳥 栖 ～ 武 雄 温 泉

札 幌 ～ 旭 川

大 分 ～ 熊 本

長 万 部 ～ 札 幌
富 山 ～ 青 森
福 島 ～ 秋 田

敦 賀 ～ 名 古 屋

大 阪 ～ 下 関
岡 山 ～ 松 江

品 川 ～ 名 古 屋

 

 

図６　全国新幹線鉄道網図（令和６年３月末時点）

表２　新幹線鉄道一覧
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図７ 整備新幹線 整備区間の概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央新幹線 

出典：国土交通省ホームページ 

出典：鉄道・運輸機構ホームページ 

Ⅰ－２ 鉄道の整備状況 

 

(1)電化の状況 

  奥羽本線は、昭和 43年 9月に福島～羽前千歳間が、昭和 50年 10 月に羽前千

歳～秋田間が交流電化され、全区間電化されている。羽越本線は、昭和 47年 8

月に全区間交流電化され、仙山線は、昭和 35年 11月に山形まで直流電化後、

昭和 43年 9月に全区間交流電化に切り替えられた。 

  以上のとおり、県内電化延長は、幹線である奥羽本線・羽越本線・仙山線の

全区間延長 276.9km で、県内電化率は 57.7%となっている。 

 

(2)複線化の状況 

  複線化されている区間は、奥羽本線及び羽越本線の一部区間のみであり､奥羽

本線が 31.1%、羽越本線が 68.3%で、県内複線化率としては､23.9%となっている。 

 

(3)CTC 化の状況 

  県内全線区 CTC化済であり、奥羽本線では昭和 59年 12月に､羽越本線では昭

和47年 10月に､仙山線では昭和60年 3月に､米坂線では昭和58年 2月に､左沢

線では昭和 57年 3月に､陸羽東線では昭和 58年 3月に､陸羽西線では平成 3年

2月に､フラワー長井線では平成 10年 10 月に完成している。 

  (CTC) Centralized Traffic Control（列車集中制御装置）の略 

    線区内各駅の列車進路の取扱いを 1ヶ所に集中し、電子機器や継電器の組合せによって 

    それらの操作を遠隔制御する装置。  

 

(4)駅の合理化の状況 

  県内の駅は 125駅あり、旅客駅 10駅、業務委託駅 14駅、簡易委託駅 11駅、 

無人駅 85駅、信号場 4駅､貨物駅 1駅となっている。 
(取扱業務区分) 

業務委託駅：出札､改札業務等を民間会社等に委託する駅 

簡易委託駅：公共団体等に乗車券類の発売を委託する駅 

無 人 駅：職員の配置のない駅 

 表３　電化・複線化の状況（令和６年３月）
（単位：km、%）

率 率
奥 羽 本 線 167.3 167.3 100.0 52.0 31.1
羽 越 本 線 91.5 91.5 100.0 62.5 68.3
仙 山 線 18.1 18.1 100.0 0.0 0.0
小 計 276.9 276.9 100.0 114.5 41.4

米 坂 線 65.4 0.0 0.0 0.0 0.0
左 沢 線 24.3 0.0 0.0 0.0 0.0
陸 羽 東 線 39.6 0.0 0.0 0.0 0.0
陸 羽 西 線 43.0 0.0 0.0 0.0 0.0
小 計 172.3 0.0 0.0 0.0 0.0

三ｾｸ ﾌﾗﾜｰ長井線 30.5 0.0 0.0 0.0 0.0
479.7 276.9 57.7 114.5 23.9

※延長ｷﾛは、貨物引込線を除く
（ＪＲ東日本提供の資料を集計したもの）

電化 複線化

幹
線

地
方
交
通
線

合　　計

路線名 県内

図７　整備新幹線　整備区間の概要図
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